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要約:本 稿 では、2013年3月 に北京 にて開催 された 「第18回 中国国際教育巡 回展 」、お よび、上海 で開催 さ

れ た 「日中産学連携 セ ミナー」へ の参加結果 につ いて報 告す る。 これ ら一連の行事へ の参加 に向け、 日本 の

科 学技術 振興機 構、学生支援機構 、学術振興協会 、お よび、中国教育部留学サー ビスセ ンター の主催 によ る

参加 ツアーが組織 され 、本学 か らは筆者 ら3名 が参加 した。 まず 、北京 で開催 され た中国国際教育巡 回展 で

は、高知 工科大学 の出展 ブースにて、博士後期課程 特待生制度(SSP)を 中心 とした大学紹介 を行 った。 この

巡回展 を通 じ、中国におけ る国際教育交流 協力 に関す る動 向や 、最近 の中国人の留 学事情な ど、中国の教育

機 関や学生 を取 り巻 く概 況を把握す ることがで きた。次 に、上海 で開催 され た 日中産学連携 セ ミナーでは、

日中両国 のイ ノベ ーシ ョン加速 を 目的 に、双方の大学間 の更 なる交流促進 に向けた情報交換 が行 われ た。本

学 を含め 日本 か ら参加 した42の 大学に とって、中国におけ る大学発 ベ ンチ ャーの成 功事例や 、大学サイエ ン

スパー クによる企業支援や人材 育成 に向 けた取 り組み等 を知 る貴重な機 会 となった。

写真 上海 で開催 された 日中産学連携 セ ミナー

後の交流会にて。 右か ら李、 山崎、佐藤 。
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1.は じ め に 一背 景 と趣 旨一

独 立行 政法人科学技術振興機構(JST)は 、中国

の科学技 術分 野の交 流 を通 じて 両国の科 学技術 の

発展 に寄与 し、相互理解 を促進す るための基盤 作 り

に貢献す ることを 目的 として、2006年4月 に中国

総合 研究セ ンター(CRC)を 設 立 した。 この活動 の
一環 と して

、日本学術振興会(JSPS)や 中国教育部

留学サー ビスセ ンター等 との主催 による、 「日中大

学 フェア&フ ォー ラム」を開催 してきた(第1回:

2010年1月29日 ～30日 、第2回:2011年10月9

日～11日)。 この フェア&フ ォー ラムでは、 日中両

国か ら100を 越 える大学 の参加 による傭目敢的な組

織 交流の場 の提供 を通 じ、両国の大学の新たな動 き

や 独 自の取 り組 み に対す る相 互 の情 報交換 と交流

促進 が図 られてきた。

第3回 目の開催 は2012年9月27日 ～28日 に予

定 されていたが、折 か ら顕在 化 した尖閣列 島問題 を

含 め、日中両国 間にお ける情勢 を鑑 み、開催 は延 期

され ることになった。2012年9月 以降、中止や延

期 とな った 日中交流活動 は100件 以上 にのぼる と

も言われ る。そ の一方 で、2012年 末 に発足 した安

倍政 権の もとでの 「戦略的互恵 関係」を再構 築す る

ため、日中交流活動 の全面再 開に向けた検討 が重ね

られてきた。

この よ うな状 況の もと、JST/CRC、 日本 学生支援

機構 及びJSPS北 京研 究連絡 セ ンターは、 フェア&

フォ ー ラム の中国側 カ ウンターパ ー トであ る中国

教育部留学サー ビスセ ンターの協力 を得て、北京で

開催 され る中国国際 教育巡 回展 に 日本 の大学 の参

加 を呼びか けることになった。併せ て、中国の大学

にお け る産学連携 の展 開状 況 の一端 を把握 す るた

め、上海 交通 大学において 日中産 学連携 セ ミナーを

開催 す るほか、上海 お よび周辺地域 の大学サイエ ン

スパー ク(国 家大学科技園)f)や 、国家 ハイテクパ

ー ク(国 家高新技術 産業開発 区)11)を 視 察 し、意 見

交換 を行 うこととなった。

この中国国 際教育巡 回展 お よび 日中産 学連携 セ

ミナーには、 日本 か ら42の 大学が参加 した。本 学

か らは筆者 ら3名 が参加 した。主なスケジ ュールを

表1に 示す。

表1.ス ケ ジ ュー ル 概 要

2013年3月9日 ～10日

中国国際教育研究巡 回展へ の参加

2013年3月ll日

上海交通大学サイエ ンスパー ク視察,意 見交換

日中産学連携セ ミナー/上 海地域大学

サイエ ンスパー クイ ノベー シ ョンフォー ラム

2013年3月12日

蘇州ハイテ クパー ク視察、意見交換

2.中 国 国 際 教 育 巡 回 展(北 京)

2.1中 国国際教育巡 回展 について

中国国際教育巡回展 は、中国教育部留学サー ビス

セ ンター が主催す る大規模 な留学 フェアで あ り、

1999年 よ り毎年 、春 と秋 に、北京 、上海 、お よび

中国の地方主要都市 を巡回 して開催 されて きた。今

回(2013年3月)の 開催 は第18回 目を迎 える。 中

国国際教育巡回展 は、例年 、世界か ら多 くの国や機

関が参加 し、来場者数 は5～6万 人規模 に達す ると

いわれ る。前回(2012年3月)に は35の 国 と地域

か ら485の 大学 ・機 関が出展 し、 日本か らは10の

大学 と機 関(JASSO、 国立大学協会 、愛媛大 学、埼

玉大学、一橋大学 、東北大 学、上智大学、デ ジタル

ハ リウ ッ ド大学 、コロン ビア ・イ ンターナ シ ョナル

ス クール 、東京 国際大学付属 日本語 学校)が 参加 し

た。来場者数は7都 市 で4万 人 を超 えた。

今回の巡回展 は、3月9日 ～24日 の期 間中、北京

を皮切 りに、藩陽、西安、上海 、合肥、福州 、広州

の計7都 市で順次開催 された。高知工科大学(以 下、

「本学」 とい う)を 含 め、 日本の大学等は北京での

開催(3月9日 ～10日)に 参加 した。

2.2今 回の出展状況

主催者の中国教育部留学サー ビスセンターは、中

国教育部に直接属する機関であり、主に海外への留

学生の渡航 と帰国、海外留学生や教育に関する国際

交流および協力などの業務を行っている。中国国際

教育巡回展の主な目的は、自費で海外留学 したい学

生たちを対象に、イベン ト等の開催を通 じて、学校

の適切な選び方、それぞれの学校の特徴、コースの

設置状況、入学条件、申請の仕方などの情報を紹介

し、学生や保護者か らの様々な質問に対 して詳 しく

解説することにある。
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2012年 、第17回 中国国際教 育巡 回展 の交流 会前

に行 われた記者 会見で、JSTの 中村道治理事長、お

よび、沖村憲樹顧 問/中 国総合研 究セ ンター上席 フ

ェ ローが、国内外 記者 に対 し、今回の第18回 中国

国際教 育巡回展 の状 況お よび 日中科 学技術 交流 の

現状 につい て、「最新 の統 計では、 中国 か らの留 学

生数はす でに8万 人ほ どとな り、米 国に次 ぐ。今 回

の 『巡 回展』参加 を通 じ、日本 の大学の優 れた面を

よ りわか りやす くPRし 、留 学事 業の発展 を促進 し

たい」 と述 べ、巡 回展 への期待の意 を表 した。

今 回の第18回 中国国際教 育巡 回展 には、 日本 か

ら42の 国公 立大学 ・私 立大学が参加 した。 日本 の

大学や研 究機 関は、入 口か ら見て左後方に配置 され

た(図1)。 また、中国人 学生 との円滑 な交流 がで

き るよ うに、各大学 のブー スには、留学経験者 や業

務経 験者 の通訳者 が一人ずつ配置 された。
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図1.巡 回展 での 日本 の大学等 の展示 区域
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図2.高 知工科大学の出展ブー ス

写真中央が、黒竜江省教育庁教育国際交流中心の

田春芳主任研究員、右か ら2番 目が劉毅項 目総監。

本学の 出展ブー スは、日本の展示区域の一番奥側

に位 置 し、早稲 田大 学の向かい側 であった。ここで

は、大学 の立地状況、主な学術研究分野、博 ±後期

課程特待生制度(SSP)の 紹介 な どを行 った(図2)。

北京で の2日 に渡 る開催期 間中の参加者 は1万 人

を超 えた との ことであ る。特 に注 目を集 めたのは、

ア メ リカ 、オー ス トラ リア、イギ リス、カナ ダやニ

ュー ジー ラン ドのよ うな、英語系国家か らの出展ブ

ー スで あった。 それに比べて 、 日本側へ の来訪者 、

質問者は少 なか った よ うで ある。開催期 間中、会場

の一角に設 け られたセ ミナー会場で は、1時 間毎に

様 々な大学 による留学講座が 開催 された。これ らの

講座は全 て 自由参加で 、英語 と中国語で行 な ってい

た。例 えば、UniversityofWisconsinMilwaukee(米

国)「 全 アメ リカ トップ学術研究大学 の トップ分野

と今後そ の就職 の見込み」、WilkesUniversity(米 国)

「自分 に合 うものが一番一 ア メ リカ7年 留学 の経

験談」、EuropeanUnion「ErasmusMundus:European」 、

VictorianGovernmentSchools(豪 州)「Victorian

GovernmentSchools-EndlessWindowsofOpportunity

fbrYou,Scholarships.WorldwideOpportunities」 な ど

が あった。一方、 日本の大学 による講座はな く、少

し残念で あった。今後 の検討課題 と思われ る。

本学のブー スを訪れ質問 を したの は、2日 間で約

50名 ほ どであった。 ここでは訪 問者 の例 として、

黒竜江省 教 育庁教 育国際 交流 中心の 田春 芳主任 研

究員 と劉毅項 目総監 を紹介 したい。黒竜江省教育庁

教育国際交流セ ンター は、黒竜江省 内の全ての高等

教育機 関 を管轄 してい る。近年 、黒竜江省は 同省の

高等教 育機 関 にお いて高度研 究 の国際 的交流 を推

進 させた い と考 えてい る。特 に、高等教育機 関の若

手研究者 を博±課程へ の進学や、客員研 究員 と して

海外 に送 り、学ばせ たい と考えてい る。田春芳主任

研究員は 、日本の大学 と具体的 に協力が可能なプ ロ

グラムについて話 し合 いたい と考 えてい る。そ こで、

例 えば本学 にマ ネジ メン ト関連 の国際 的プ ロ グラ

ム(日 本 のPublicPolicyや 経営 ・管理手法について)

が あれば 、黒竜江省 の若 手研究者 を短期研修 の形式

で送 り込みたい が、受 入れ は可能 か、との質問が挙

が った。この話 が実現 した場合 、必要な授 業料の負

担 は黒竜江省で行 うとのこ とであった。また、山東

省 の教育庁か らも同様 の関心 が寄せ られ、検 討 をお

願い した い との打診が あった。

前黒竜江省教育庁国際交流 中心の程普選 は、在 日

本 中国大使館 に10年 間勤めた経歴 が あ り、以前に

本学 を訪れた こ とが ある。その際、同省 か ら数名の
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学生 をssP期 生(の 候補)と して紹 介 した経緯 が

あった。彼 はそ の後、本学 の ことを現在 の黒竜江省

教育庁国際交流 セ ンター長に紹介 した。この よ うな

背 景 もあ り、今回 の巡回展 の際、本学のブー スに同

省 の教育庁 の一団が訪 問 した。同省 は、本 学 と協力

可能 なプ ロジェ ク トについて、近 々協議 したい意 向

があ るとの ことであ る。

本 学ブー スを訪れ た一部 の大学生や大学院生 は、

様 々な質問 を投げかけて きた。そ の多 くは、本学の

SSPに 強い興味 を示 した もので あ り、SSPは 留 学生

に とって魅 力的な制度 だ とい う声 も聞かれた。訪 問

者 か らの主な質問 と して、例 えば次の よ うな内容が

あった。す なわち、学± ・修 士課程 の募集 について、

大学の受験料や授 業料 等、生活環境(大 学生活 、近

隣の環境、大都市 圏へ のア クセス)、 言語(日 本語

がで きな くても大丈 夫か等)、 将来 の就職状況 な ど

であ る。その一方で、残念 なが ら、博 士課程 に希 望

す る学生は多 くはなかった。自費で留学を希 望す る

学生の大半は、学±または修 ±課程 を志 向す る傾 向

が見 られた。

そのほか、多 くの教育代理機構 の人 も訪れ てきた。

海外 留学を したい学生の多 くは、まだ英語 を とて も

高い レベ ルまで身 につけてお らず、海外 の教育に関

す る情報 を正 しく手 に入れ るのが困難で あるため、

教育代理機 構 に大学 申請 の手続 きを代行 して も ら

うので ある。 また、教育代 理機 構 は学生 に対 して、

言語 能力を高め るための講座 を受講 させ る。教育代

理機構 は、この よ うな巡 回展 を通 じて様 々な大学 と

の交流関係 を結 び、今後 、学生に対 して よ り適 切な

ア ドバイス がで きる よ うに した い との こ とで あっ

た。 本学のSSPも 、教育代理機構 の注 目を集 めた。

ところで、3月8日 の夜には、中国教 育部留 学サ

ー ビスセ ンター主催 に よる交流会が開催 され、巡 回

展 に参加 した400を 超 え る中国 内外 の大学 と研 究

機 関等か ら、それぞれ1名 の代表者 が出席 した。こ

の交流会では、オース トラ リア、イギ リス、ニュー

ジー ラン ドか らの3つ の代表団が、中国留学交流に

特別な貢献 を した との ことで表彰 された。 また、3

月9日 の夜 には、JSTの 主催 に よる 日中大学交流会

が開催 された。交流会 には、中国側 か らは、北京 大

学、ハル ビン工業大学、大連 理工大学、山東 大学な

ど、国内 トップ レベ ルの大 学の国際交流 協力の関係

者 が参加 した。本学 と友好 関係 があ る大学か らの参

加者 がお り、意見交換 を行 った。今後の さらな る交

流促進 を図 りたい。

2.3印 象 、感想等

今回の巡回展 を通 じて最 も強 く感 じたの は、世界

規模での 人材競争が 日々激 しくな り、しか も全体的

に年齢が若 くな ってい る とい うこ とである。社会 を

発展 させ るた めに最 も大切 な のは人材 であ る こと

は言 うまでもな い。 中国は13億 人の人 口を抱 えて

お り、学生の基本教育 レベルやその勤勉 さは他国に

も認 め られ るよ うにな って きた。また、近年 の 中国

の急速な経済発展 によ り、多 くの裕福 な家庭 が、子

どもを自費で留学 させ られ る資本 を持 って いる。こ

れ らの結果、中国か らの留 学生は、世界の大学が奪

い合 う対象 とな った。た とえば、ア メ リカやカナ ダ

な どでは 、中国の大学卒業生お よび優秀な高校生に

多額の奨学金 を提供 して、卒業直後 には、いわ ゆる

中国の大学入試セ ンター試験 を受 けるこ とな く、中

国 内の大学や 大学 院 に入る こ とがで きる よ うな シ

ステム を用意 してい る。イ ギ リス、オース トラ リア、

ニ ュー ジー ラン ドな どでは、先進的な教育 システム

や移民政策 を通 じて、多 くの 中国 自費留学生 を引 き

寄せた。ヨー ロッパ諸 国で も近年 、中国 に対す る留

学生政策 を整 えた り、中国の状況に合 う専門学部 を

開いた りしてい る。例 えばホテル 管理 、旅行サー ビ

ス、芸術 な どの学部は 中国の学生に とって魅 力的で

あ る。10年 前 と比べて も、 中国学生 の留学 目的が

多様化 した今、多 くの 中国人留学生 を 日本に呼び込

むた めに は、改めて学生 を取 り入れ るシステム を考

え直すべ きでは ないか と考 える。

具体的 には、本学 のSSPが 中国に与 えるイ ンパ ク

トは決 して大 き くない。ここ数年 、中国か らの申請

者 は減少傾 向にある。今回の巡回展で も学生の訪 問

者が あっ たが、SSPの 候 補 とな る学生は5名 程度で

あ った。そ もそ も、この巡回展は、奨学金 を受 けな

い 自費留学生 を主 な参加対象 として いる。そのため

か、修 ±を取得済の学生の訪 問者は少ない印象であ

った。 また、オー ス トラ リア 、ニュージーラ ン ド、

カナ ダな どと比較す る と、日本の会場は全体的に静

か な印象 であった。

しか し、巡回展 を通 じて本学ブース を訪 れた方 々

は、保護者 に しろ、大学 の代表 に しろ、本学のSSP

に興味 を示 していた。他大学 と比較 して も、SSPは

特徴的で魅力 ある制度 だ と思 うが、制度が知 られて

い ない こ とが残念で あった。今後、SSPプ ログラム

の広報について は、新 しい考 えを導入す るべ き時期

が来てい る と感 じる。

以下、今 後の本 学での 中国か らの留学生受入に関

す るい くつかの考 えを記す。
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(1)将 来 を見据 えた留学:

近年 、中国の学生 の、留 学に対す る考え方 に変化

が見 られ る。学生 の傾 向 として、単に外 国に行 きた

い とい うだ けではな く、外 国で何を したいのか とい

う具体的な 目的 を しっか り持 つ よ うになってきた。

そのため、外国留学後 のキャ リアにつ いて、よ り注

意 を向け る傾向があ る。特 に具体 的な研 究の方向性

が重要であ り、博 士号取得 よ りも今 後の発展性 に関

心を寄せ るので、留 学を考 えている学生に対 しては、

専門分野を十分に説 明 して、よ り適 切な判 断を させ

るよ うな取 り組 み を進 め るべ きであ る。今後 のSSP

の広 報の際には、将来 のキャ リアに関す る情報 を提

供す る必要があ る。

(2)奨 学 金に関す る調査

最 近、人材競争が とても激 しいため、多 くの先進

国は様 々な奨学金 制度 を次々 と打 ち出 してい る。例

えば、ア メ リカ の大学 において理工系 の博士 な ら、

学費 フ リー とい う条件 の上、年 間15万 円～20万 円

の奨 学金 が支給 され る。また、 ドイツや ポー ラン ド

の例 では、博士課程 の学 生は従業員 として扱 われ 、

毎月お よそ24万 円の給料を もら うことができ る。

2007年 か ら派遣 が開始 されてい る、 中国ハ イ レ

ベ ル大学公費研 究生プ ロジェク ト(通 称 「中国5000

人プ ロジェク ト」)は 、中国政府 が優秀 な学生 を各

国の 有名 大学 へ奨学 生 として派遣す るプ ログラム

であ る。中国政府 は奨学生 に対 し、生活 費や 渡航 費

等を支給す るとともに、受 入大学に対 しては入学料

及 び授 業料 等の免 除を求めてい る。派遣 され る奨 学

生には,① 中国の大 学大学 院に在籍 したまま海外 の

大学に一定期間留学 し、帰 国後は出身 大学大学院で

学位 を取得す る 「共 同養成博 士研究生」(奨 学 金支

給期間6～24ヶ 月)、 お よび、② 中国で大学院修±

課程修 了後、海外 の大学大 学院に正規 学生 として入

学 し、学位(博 ±)取 得 を 目指す 「学位 取得博 士研

究生」(奨 学金支給期間36～48ヶ 月)の2種 類 があ

る。本 学 も、 この制度 によ り中国か らの留 学生 を

2β 名 受け入れた。 この ことか ら、本学のSSPは 、

それな りに影響 力 を持 つ ことが分か る。半面 、中国

の国家重点大学以外の大学は、中国政府 か らの奨 学

金 を受け られ るチ ャンスは少ない。本学は、SSPの

学生募集 の際には、中国国家 重点大学以外 の大学 も

対象 範囲 として検討す るべ きで ある。

(3)雇 用と社会問題

近年の中国経済の急速な発展 に伴い、中国国内で

は、博士号を取得 した後の良い仕事を得るチャンス

は増加 してい る。一 方、日本では長引 く経済不況の

影響 によ り、日本で博 士号 を取得 した 中国人学生が

日本の企業 に就職す るこ とは 困難で ある。したがっ

て、彼 らは中国に戻 り仕事 を探す ことにな るが、日

本 での留学経 験者 は 中国国内 の人的 ネ ッ トワー ク

を持 って いない ために、就職 活動において不利 な状

況 に直面す る。

中国のハイ レベル な大学 を卒業 した修士 学生は、

海外 よ りも中国 の大学 で博 ±号 を取得す る傾 向に

あ る。 しか し、近年の高度経済発展 に関連 して、中

国 にい る多 くの若者 は勉 強 にあま り時 間を取 りた

くない傾 向 もあ り、 中国国内 の博 士課程 の学生 も

年 々減 る傾 向にあ る。 この よ うな背景 的な事情 も、

常 に把握 してお くべ きだろ う。

(4)原 子 力発電所の事故 と、 日中関係 の影響

中国人留学生 とその両親は、日本の放射能 汚染を

気 に してい る。中国の一 人っ子政策 に より、みんな

一人 っ子 なので
、海外留学先の選定には慎重であ る。

放射能に 関す る知識が不足 してい るため、日本の放

射能汚染状況 を うまく把握で きず、この ことは東 日

本大震 災以 降の 日本 へ の留学意欲 の低 下に大 き く

影響す る原 因になった。 また 、2012年 か らの 日中

関係 の悪化等が原因 とな り、日本への留学 を考 える

学生 らは 、状況 が好転す る ことを待 ち、様子 を うか

が ってい る。彼 らに対す る適 切な情報提供 を行 うこ

とも一案 である。

(5)優 秀な学生の獲得

現在、優秀 な中国人学生 の獲得 のために、海外の

さまざまな大学 が良い条件 を提示す る傾 向があ る。

例 えば、アメ リカの大学 は、中国のハイ レベルな高

校 に対 して、毎年 一定の人数 の学生 を獲得す るシス

テ ムを設 けてい る。これは指定校推薦 に似 た システ

ム とい える。日本 の大学 で も、今回の巡回展 に参加

の埼玉工業大学 では、遼寧科技大学 か ら毎年4～6

人 の優 秀 な大学院 と博±課 程 の学 生 を受 け入れ て

い るが、彼 らの学 費相 当分 は全額 、奨学金 と して支

給 されてい る。

将来的 に、本学 も同様 の方法で交流協定校 か ら優

秀 な学生 を入 学 させ るこ とを検討 しては ど うか。

SSPは 、日本の大学のプ ロジェク トの 中で も非常に

特徴的な プログラムで ある。日本の他 大学に留学 し

てい る中国人修士学生 に対 しても、充分ア ピールで

きる と考 える。
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3.日 中 産 学 連 携 セ ミナ ー(上 海)

3.1上 海地域大学サイエ ンスパー クイノベ ーシ ョ

ンフォー ラム

上海地域 大学 サイエ ンスパ ー クイ ノベ ー シ ョン

フォー ラムは、中国の大学 サイエンスパー ク関係者

か らの事例 紹介 等 を通 じ、中国におけ る産学連携 の

展 開状況の一端 を把握す るとともに、今 後の 日中両

国におけ るイ ノベ ー シ ョン加 速 に向 けた、双方 の大

学間の更な る交流促進 を 目的 と して、同パー ク1階

ホールにて開催 された(図3)。

図3.フ ォーラム会場 の様子

日中両国からの来賓挨拶に続 き、中国各機関から

の講演が行われた。それぞれの概要を簡潔に記す。

(1)来 賓挨拶① 上海交通大学学長補佐 彰穎紅

多元的なイノベーシ ョンを創 出す る鍵は産学官

連携にある。大学の強みを産学連携の場で活かすた

め、上海交通大学では、連合実験センターを設置 し

た。また、技術 と資本そして人材の一本化を図るた

め、新興産業技術研究院を設 けた。

(2)来 賓挨拶② 日本科学技術振興機構理事 小原

満穂

日本ではデ フ レ克服 の 「三本 の矢」 として、 「金

融緩 和」「財政 出動」「成長戦略」が掲 げ られてい る。

「成 長戦略」にお いて 、産学連携 に よるイ ノベ ー シ

ョン創 出が期待 されてい る。日中関係 が厳 しい状 況

にあ る中、両国 のイ ノベー シ ョン加速 に向け、日中

間の大学連携 は重要 と考 える。今 日の よ うな機 会を

通 じて、中国のサイエ ンスパ ークや ハイテ クパ ー ク

の現状を把握 し、今後の参考に したい。

(3)来 賓挨拶③ 上海市科学技術創業センター書

記 朱正紅

イ ンキ ュベ ー シ ョンセ ン ターや 大学 サイエ ンス

パー クの規格 化や 国際化 に向 けた取 り組 み を進 め

て きた。フランス、アメ リカ、そ して 日本な ど、海

外 との共 同に よるイ ンキュベー シ ョン促 進事業 も

行 ってい る。同セ ンターは、中国 にお けるア ジアイ

ンキュベ ー シ ョンセ ンターの事務 局機能 も担 って

い る。

(4)来 賓挨 拶④ 中国科学技 術部 タイマ ツセ ンタ
ー課長 陳晴

同セ ンターは、ハイテ クパー クとサイエ ンスパー

クの取 りま とめ機能 を担 う、中国科学技術部の下部

機 関であ る。名称 にある 「タイマ ツ(火 炬)」 とは、

全国でハイテ ク産業開発 の火 をつ け、全土に展開す

る思い を表現 したもの である。とくに大学サイエ ン

スパー ク施策は 、中国の科学技術部 と教育部の連携

に よ り推進 され てきた。サイエン スパ ークは、産学

連携 と産業集積 、知 的財 産の創 出 と技術移転 、卒業

生 の輩出 な ど、さま ざまな面でイ ノベー シ ョンに貢

献 してい る。

(5)講 演① 上海 市科学技術創 業セ ンター上席顧

問 銚福根

上海市 には現在、上海交通大学や復旦 大学 、同済

大学 な ど、13の 国家級大学サイエ ン スパ ー クが存

在す る。サイエ ンスパー クは大学 と国家が連携 して

設置す る。サイエ ンスパー クは大学発ベ ンチ ャー を

後押 しす る存在 として 、大学研 究開発 の事業化支援

を推進 してきた。一 方、産学連携 に よる技術開発の

成果が、大学での更な る研 究に活用 され る事例 もあ

る。各地 方が特 色あ る自律的 な産業 発展 のために、

大学 の叡 智 を地域 に活 かす とい う考 え方 が重要 で

あ る。サイエ ンスパー クの よ うなプ ラッ トフォーム

を通 じて世界 と融合す るこ とも有益 である。

(6)講 演 ②上海 交通大学サイエ ンスパー ク総経理

(CEO)曹 兆敏

上海交通大学サイエ ンスパー クは2001年 に設 置

された。 これ に先立 ち、1999年 には、IT関 連に特

化 したイ ンキュベー シ ョンセ ンター(慧 谷 高科技創

業 中心)を 設置 した。 これ らは2002年 に国家級 に

認定 され た。国家大 学サイエ ンスパー クは、産学官

連携 と社 会 貢献 のモデル 基地 として 国家 に認 定 さ

れ るもの であ り、地域 イ ノベー シ ョン創 出の基地 と

して も期待 され てい る。当パー クには技術移 転セ ン

ター もあ る。日本 との連携事 例 として、川崎市お よ

び市内企業や大学 との連携が ある。学生ベ ンチ ャー

の起業事例が ある。
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(7)講 演③上海 揚浦科 学技術創 業セ ンター長 謝

吉華

上海市揚 浦 区にお いて学生 の創 業 を支援 す る組

織 で ある。 中国全体 の歴 史的経緯 として、1987年

頃か らハイテ クパー ク と各 大学 との連携 を よ り密

にす ることを目的に、ハ イテ クパ ー ク内にイ ンキ ュ

ベ ー シ ョンセ ンターの設 置が進 んだ。そ の後 、1997

年頃か ら、インキュベ ーシ ョンセンターはむ しろ大

学の近 くにあ るべ きだ との動 きが強ま った。そ こで

大学 サイエ ン スパー ク とイ ンキュベ ー シ ョンセ ン

ターの連携 が強まった。我 々の よ うなインキュベ ー

シ ョン支援 の機能 は、大学 と社会 を繋 ぐ架け橋 と し

て、社会的認知 が進ん できた。大学サイエ ンスパー

クは、その設 立当初 か らイノベ ーシ ョン創 出の機能

を担 ってきた。今後 の更なるイ ノベ ーシ ョンには産

学官連携 が欠かせ ない。

(8)講 演 ④ 同 済 大 学 サ イ エ ンス パ ー ク総 経 理

(CEO)銭 学標

上海 市揚 浦区には、同済 大学や復 旦大学な ど上海

の主要大学が多 く存在 してい る。とくに同済大学は

土木や建築分野での長 い歴 史が あることか ら、周 囲

には建築、設計 、施 工関連 の産業集積 が進 んだ。産

業化 をさらに加速 させ るため、サイエ ンスパー ク内

に上海 国際設 計セ ンターが設 置 された。ちなみに こ

の建物の設 計は、安藤忠雄 によるものである。近年

では、地域 の中小企 業のイ ノベ ーシ ョン推進 に も注

力 してい る。

(9)閉 会挨拶① 日本科 学技術振 興機 構 産学官連

携 ネ ッ トワー ク部長 齊藤仁 志

今 回 の フォ ー ラム は 日本側 の強 い希望 に よ り中

国での開催 を実現 した ものであ り、今後 の 日中大学

問交流のきっかけになれば と願 ってい る。日中両国

のイ ノベ ー シ ョン推進 に向 け、今 後 も交流 を重 ねて

いきたい。

(10)閉 会挨拶 ②上海 交通大 学サイエ ンスパ ー ク

総経 理(CEO)曹 兆敏

この よ うな交流 は 日中両国に とって有益 であ り、

本 日の参加者 には感謝 の意 を表 したい。に中大学問

の交流をきっかけに、両国の関係 改善が進 めば と願

ってい る。

3.2印 象 、感想等

各 講演 の後には質疑応 答の時間が設 け られた。日

本 か らの参加者 か らは、 「技 術移 転 によって地域産

業を振興す るために留意 してい るこ とは何 か」 「日

本 のイ ノベ ー シ ョン施策 は国家 の成長戦 略 に則 っ

てい るが 、中国の国家重点施 策 と各大学サイエ ンス

パー クの 方向性 との リン クは どの よ うに取 られ て

い るのか」 「上海 市に よる研 究 開発基金 の現状 と、

基金 で支援 した後 の金融機 関 のフォ ローは どの よ

うなものか」 「ベ ンチ ャー企業 の株式公 開に向けた

支援施策 は どの よ うな ものか」といった質問が上が

り、活発 な議論 が行 われ た。これ らは と りもなお さ

ず、参加者 である 日本の大 学関係者 、と りわ け産学

官連携や イノベ ー シ ョン推進等 を担 当す る方々の、

中国への 関心の高 さを示す もの と思 われ る。

ところで、 このフォー ラム は3月11日 に開催 さ

れた。開会挨拶に立った上海 交通大学の彰穎紅学長

補佐は、この ことについて触れ 、極めて丁寧かつ心

の こもっ た表現 をもって、2011年3月ll日 の東 日

本大震 災 で亡 くなった方 へのお悔 やみ と被災者 の

復興 を祈 る旨を述べた。この 日の早朝 か ら、中国の

テ レビで は、東 日本大震 災お よび震 災復興に関す る

報道が多 く流れ ていた こ ともあ り、彰穎紅学長補佐

の挨拶は 、筆者 らを含 め参加者 の心を打 った。閉会

挨拶 を立 ったJSTの 齊藤仁志 産学官連携 ネ ッ トワ

ー ク部長 は、感激 のあま り言葉 が出ず 、絶句す ると

い った一幕が あった。

なお、上記 フォー ラムに前後 して、上海 交通大学

国家サイエ ンスパー クの視察 、お よび、蘇 州ハイテ

クパー クの視察 が実施 された。これ らの視 察報告に

ついては 、別の機会 に譲 るこ とに したい。

4.お わ りに 一今 後 の 日 中 間 の 大 学 交 流 に

関 す る 考 察 一

3月11日 の夜 には、JST主 催 による 日中交流会が

開催 され た(図4)。 この開会の挨拶 において、JST

沖村憲樹顧問は 、政治的 には 日中関係 は厳 しい状況

で あるか らこそ 、文化 面お よび学術面での人的交流

が重要で あるこ とを強調 され た。具体的 には、①留

学生交換 な ど若手研究者交流 、②共同研 究や産学連

携 な ど 日中両国 のイ ノベ ー シ ョン に資す る大学 問

交流、の2つ を挙げた。 また、他 のJST関 係 者は、

「2010年 か ら開催 して きた フェア&フ ォー ラムの

根幹は、日中大学交流 を基盤 とす る産学官連携 にあ

る」と語 っていた。すなわ ち、 日中両国での科学技

術イ ノベ ーシ ョン加 速化 を図 る ことが主要 な 目的

の一つで ある とい う。とす ると、このたびの 日中大

学交流の 目指す ところは、ヒ トや情報の交流の深化

を通 じた 、「新 しい コ トづ く り」にあ るともい える。

そ のため には、ヒ トや情報 の交流 が、よ りい っそ う
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親密かつ活発に行われる必要があると感 じた。

・・
,ビ覧'・h『

図4.日 中交流会 の様子

イ ノベ ー シ ョンとは、新 しい知 の創 出 と活用 であ

る。そ のため のプ ラ ッ トフォームづ くりにJST等 は

遮進 してい る。 しか し、イ ノベ ーシ ョンを実践す る

ための基盤 は大学にあ る。よって、今後 の 日中大学

間の密 な る人的ネ ッ トワー クの形成 と、生きた情報

や 知識 の相 互交流が重要であ る。また、産学官連携

は、異種異 質な ものの連携融合 に よる新 しい知 の生

産で ある。 「なにもない ところか ら異種異質 なもの

の組 み合わせ に よ り新たな コ トをつ くる」とい う観

点では、 「イ ノベー シ ョン」 と 「産学官連携」 は切

って も切れない関係 にあ る。このこ とは、上海 での

日中産学連携 セ ミナーにおいて、とくに中国側 の発

言者 が繰 り返 し強調 してお り、印象的 であった。こ

の よ うな ことか ら、日中大 学間交流 の更な る促進 は、

日中両国に とってイ ノベ ー シ ョン ・プ ラッ トフォー

ムの形成 に資す るもの と考 える。

その一方 、制約 され たスケジュール の中では、交

流 に限界があ るの も事実であ る。今 後の 日中大学間

交流の更な る促進 と深 化に向 けては、もっ と腰 を落

ち着 け、膝 を突 き合 わせ た議論 の機 会を十分に設 け

ることが重要ではないか と感 じてい る。そ して、相

互の 交流 をよ り円滑 かつ密接 なもの とす るた めに

は、日中双方 の事情 に明るい有識者 専門家 が、総合

調整役 の よ うな役割 を果 たすべ きではないか。基本

的な考 え方 と して、交流促進す ることに よる自然発

生的な化学反応 を待つだ けではな く、反応 を起 こす

ための仕掛 けや仕組 みを志向す るべ きで はないか。

そのためには、よ り具体 的かっ実践 的な内容 にっい

て双方 が踏み 込ん だ議 論 がで きる よ うな関係 づ く

りを 目指 さなければな らない。

JST等 に よる 日中大学 交流 は今 後 も継 続的 に行

うと伺っ てい る。この よ うな取 り組 みが、上記 を含

め た大 きな構 想 を持 ったプ ロジェ ク トであ る こと

を期待 したい。そ して筆者 らは、大学教職 員 のそれ

ぞれの立場 において、構 想力 を発現す るための意識

と努力 を継続す るこ とが肝要 と考 える。
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脚 注

i)大 学サイエ ンスパ ー クは、大学発ベ ンチ ャーの

イ ンキ ュベ ー タ とい う位 置づ けで ある。 各ベ ン

チ ャー企業 をサイエ ン スパー クに集積 させ 、大

学発 イ ンキ ュベー シ ョン施策 を国策 として強化 、

発展 させ る流れ の一環 として 中国 全国に配 置 さ

れてい る。2012年3月 の時点で、86の 国家大学

サイエ ンスパー クが存在す る(JST/CRC資 料)。

ii)国 家 ハイテ クパー ク とは、ハイテ クお よび新技

術 に関す る研 究開発特 区 とい う位 置づ けであ る。

科学技術 の研 究成果 を経 済産業社会 に活 用す る

た め設 立 され、地域 的な特性 を活 か した産学官

連携 の集積機能 も担 う。2012年3月 の時点で、

58の 国家ハイテ クパー クが存在す る(同 上)。
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Abstract: In this report, the investigation summary was reported for the 18th China International Education Exhibition 

Tour 2013 (CIEET2013), Beijing and the Japan-China seminar of collaboration between Industry and academia, 

Shanghai in March, 2013. As the three representatives from Kochi University of Technology, we exhibited our special 

scholarship program in the two-day Beijing education exhibition. The efficient investigation for the situation of Chinese 

students and education organizations including study abroad, international education exchange and cooperation were 

carried out. The following Japan-China seminar of collaboration between Industry and academia hold in Shanghai and 

Suzhou, China supplied the important information for future industrial cooperation between Japan and China. In 

addition, it was a good opportunity for Japanese academic members from 42 universities to closely see the succeeded 

venture companies and know how to live and develop the companies in the Chinese Science Park as well as 

understanding the national policies to attract academic talent and establish companies in China. (The organizers were 

Japan Science and Technology Agency, Japan Student Service Organization, Japan Society for the Promotion Science, 

The Chinese Service Center for Scholarly Exchange (CSCSE), the Ministry of Education, P. R. China.)
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